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物品購入及び役務の提供等の競争入札に関する取扱いについて 

 

（平成２０年２月１２日） 

 

 

 広島高速道路公社契約細則（平成９年広島高速道路公社細則第４号。以下「契約細則」という。）に

基づき、物品（現金及び有価証券以外の動産をいう。以下同じ。）の購入、借入れ、印刷、修理、運送、

保管、施設の管理、役務の提供等の契約（以下「契約」という。）を行う場合の競争入札の取扱いにつ

いては、別に定めるところによるほか、この取扱いに定めるところによる。 

 

１ 契約は、契約細則第１９条の規定により随意契約の方法による場合を除き、原則として、一般競

争入札の方法によるものとする。ただし理事長が特に必要と認める場合は、指名競争入札の方法に

よることができる。 

 

２ 契約を一般競争入札に付そうとするときは、契約細則第４条から第１６条までの規定に従い実施

するものとする。 

 

３ 契約を指名競争入札に付そうとするときは、契約細則第１７条及び第１８条の規定に従い実施す

るものとする。なお、指名にあたっては５者以上の業者数を確保するものとする。ただし、特別の

理由がある場合は、これによらないことができる。 

 

   附 則 

この取扱いは、平成２０年４月１日から施行する。 


